
平成二十八年 問題一 

最優秀解答 

まードクターさん（57 歳） 

 

江戸時代、男子は１日 10 里（40km）といわれているので、１時間に 4km 歩くとすると、１日に 10 時間歩き、

東海道 500km を約 12 日半で踏破することになります。江戸時代の日本人男子の平均身長は 160cm、歩幅は身

長の 0.45 とされているので、平均の歩幅は 160×0.45 で 72cm、１時間で 4km 歩くので、１時間あたりの歩数

は 5,555 歩となります。 

 

解答 1 

大仏さんの身長は 30m なので歩幅は 13.5m、１時間あたりの歩数を日本男子と同じとして計算すると、時速

75km、約 7時間・ほぼ１日の行程で東海道 500km を踏破できることになります。 

 

解答 2 

しかし、大仏さんの体重は 250t、身長 30m では BMI は 297 にもなり、これでは歩行不可能で、 大仏さんは立

つことさえままなりません。 

大仏さんはいつまでたっても東海道を踏破できない。 

 

解答 3 

ただ、人間の比重はおよそ 1、青銅の比重は 8.7 なので、大仏さんの体重を人に換算すると 28.7 トンとなり、

BMI は 34.1。 

160 センチの男子としては 87.5kg、これはチョット太め！ 

このチョット太めの体重では、１日 10 里のペースはとてもムリなので、途中休み休みゆっくり歩くことにな

り、また１日の歩行時間は半分の 5時間でおそらくギプアップ。 

歩幅 13.5m、１時間あたりは 7割ほどの 4000 歩で時速は 54km、１日 250km を歩き、 ２日間で東海道 500km を

踏破できる。 

 

美男子の大仏さんには、ゆっくりと富士山を眺め、鰻（うなぎ）をたっぷり堪能してもらいたい（浜松は日本

橋から約 250km）ので、解答 3 が正解。 

 

講 評 

３つの異なる解答は、計算的なアプローチから現実的なアプローチとバリエーションがあり、最終的な解答に

ついてはユーモアを盛り込んだものを選択しており、当協会がねらいとしている柔軟な考え方を見事に表現し

ている解答でした。 



平成二十八年 問題一 

優秀解答① 

福田 光汰さん（小学５年生・10 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 評 

解法の過程がとてもわかりやすく、イラストを盛り込むなど審査員への配慮が感じられるほか、大仏様への気遣いも

考えているなどさまざまなことを考慮できている解答でした。 



平成二十八年 問題一 

優秀解答② 

堀尾 春人さん（小学６年生・11 歳） 

 

大仏様は、人があまりいない夜に活動する（だから昼に寝ている）と思う。 

だから少なくとも 10 時間が必要。10時間＝600 分。 

 

歩いた場合 

大仏様の足の長さを、6.8ｍ×2＝13.6ｍとする。 

右図のように、正三角形を利用すると大仏様の歩幅は 13.6ｍになる。 

 

1 秒に 2°ずつ動くと仮定すると、1歩は 30 秒かかる。 

13.6ｍ/30 秒 

13.6ｍ × 2 × 600（分）＝ 16,320ｍ 

分速 

500,000ｍ ÷ 16,320ｍ ＝ 約 30.637…日 

31 日＝1か月 

答え 31 日＝1か月 

 

足が速かった場合 

大仏の動きを再現すると、身長が大仏の 1/20 の自分で 120cm/6 秒。 

20 倍すると、24ｍ/6 秒。だから 240ｍ/分になる。 

240ｍ/分×600（分）＝144,000ｍ＝144km/日 

 

500km÷144km＝3.472… 

3.5 日＝3日半 

答え 3.5 日＝3日半 

 

 

 

講 評 

大仏様と平均的な日本人の体形とを対比して、その歩幅を計算して解答を求めるという方法が多いなか、  

自分なりのしっかりとした前提条件を立ててアプローチしているすばらしい解答でした。 

1 

5 



平成二十八年 問題二 

優秀解答 

狩山 勝さん（53 歳） 

 

 

講 評 

 

応募者の多くは、凸多面体であることに限定して体積をできるだけ小さくする方法で考えていました。これに対し、

凸多面体とは限らない立体で考えた応募者も数名いましたが、そのなかでも狩山さんが考えた、11 角柱を４段重ねた

立体を押しつぶすことにより、体積を限りなく０に近づける方法は、非常にすばらしい発想であったと思われます。 
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